
KANSAI GAIDAI UNIVERSITY

ドン・キホーテのカタバシス

言語: jpn

出版者: 関西外国語大学・関西外国語大学短期大学部

公開日: 2016-09-05

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 丹下, 和彦

メールアドレス: 

所属: 関西外国語大学

メタデータ

https://doi.org/10.18956/00006285URL



関 西 外 国 語 大 学 研 究 論 集 第81号(2005年2月)

Journal　 of　Inquiry　 and　 Research,　 No.81(Feb.2005)

へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ

ド ン ・キ ホ ー テ の カ タバ シ ス

丹 下 和 彦

はじめに

　 「カタバ シス」(ギ リシア語 κατaβαis)と は"下 降"の 意 である。"洞 穴へ入 る こと"

の意 もあ る。転 じて"冥 府行"の 意味に も用い られ る。 ホメ ロス 『オデ ュッセイ ア』第ll巻 は、

オデ ュッセウスが冥界へ下 り、予言者 テイ レシアスをは じめい まは亡 き親族知人 らの霊魂 との

出会 いの模様 を描 くが、通常 この巻 に 「カタバ シス」1)な る呼称を与え るのが ホ メロス学で の

慣例であ る。

　唐突ではあ るが、い まわた した ちは カタバ シスなる語を、 またそ の概 念を ドン ・キ ホーテの

下降す なわ ちモンテシノスの洞穴へ の潜入(セ ルバ ンテス 『ドン ・キホ ーテ』続篇第22、23章)

に 当て嵌めて、両者に共通す るところがあ るか否か、あ るとすればそれは どのよ うな意味にお

いてであ るのかを考察 してみたい と考え る。 ドン ・キ ホーテも洞穴 内へ下降 カタバ シスす るの

であ る。 したが って少 くとも双方 の物語 の主人公 オデ ュッセウスと ドン ・キ ホーテは、それぞ

れあ るいは冥界へあ るいは洞穴 内へ と"下 の世界"へ 下降す る点で共通性があ ることに なる。

　 しか し ドン ・キ ホーテの場合、あれは"冥 府行"で あ った のであ ろ うか。 これは検証が必要

に なる。ただ なに よ りも両作品に、そ の長い物語 の途中で冥界へあ るいは地底へ下降す る1章

が設けてあ ることは、注 目に値す ることであ ろ うと思われ る。 この1章 は、それぞれ の作品 の

中で果 して どのよ うな意味を もつ のであ ろ うか。そ の意味が解 明され、両作品 のあいだに単に

形態上 の相似 性以外 の相似性、共通 性が認め られ る とす れば、「カタバ シス」 なる現象 にか こ

つけ て両作 品の比較検討を試み る ことも許 され るであろ う。幸い といお うか、『ドン ・キ ホー

テ』 の作者 セルバ ンテスは己が作品を提示す るに当 って以下 のよ うなたいへん寛大 な態度を、

われ ら読者 に許容 して くれ ている。 「また、 したが って、(読 者諸君 は)こ の伝 記(『 ドン ・キ

ホーテ』 の こと。筆者 注)に ついては、思 うままの ことtodo　 aquello　 que　 te　pareciereを い

うが よろ しい。悪 く言 ったか らって、 どな りこまれ る心配は無用、 よ く言 った とて、褒美にあ

りつ く算段 も無用 だがな」2)(『 ドン ・キホ ーテ』正篇緒言)。 わた した ちは これ を大 いに多 と
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した い。 思 うが ままの ことtodo　 aquello　 que　 nos　pareciereを 言 って褒 美にあ りつ こ うな ど

とい う算段は端か らないが、ひ ょっとす ると 『ドン ・キ ホーテ』解釈に一石を投ず ることがで

きるか もしれ ない。 まずは カタバ シスの本家、 『オ デ ュッセイア』 第ll巻 の考察か ら始 めたい。

1.オ デ ュッセ ウスの 力タバ シス

　すでに触れた よ うに、 オデ ュッセウスは 『オデ ュッセイ ア』第ll巻 で カタバ シス、す なわ ち

冥府行を敢行す る。それ よ り前 オデ ュッセウスは部下 とともに アイ アイエ 島に流れ着 き、 島の

主キル ケの許に身を寄せていた。1年 の滞在 ののち、 オデ ュッセウスは部下に諭 されて帰国す

る気に な り、そ の許可をキル ケに願い 出る。キル ケは この願いを受け入れ るが、一つ条件をつ

け る。 それ が冥 府行で ある。 「だ が、 そなた らは帰 国の前に、今一つ の旅di/lηvδ δ6vを

仕 遂げねば ならぬ、す なわ ち冥王 と恐 るべ きペル セポネイ アの館へ行かねば ならない のです。

これはテバイの盲 目の予言者、テイ レシアスの霊に行先 の ことを訊ね るため」(Od.10.490～93)3)

とい うのがそれであ る。難行を課せ られた思い のオデ ュッセウスは 「転 々と身を振 じて泣 く」

(同、499)が 、 そのオデ ュッセ ウスにキル ケは冥界へ続 く道筋 を教え る。海路船 で行 くので

あ る。 「帆柱を立 て白帆 を張 ってあ とは坐 っておれば よろ しい。 船は北風 の息吹 きが運 んで く

れ ま しょう。船を進めて オケアノスの流れを越えた ならば、平坦 な岸が連 な り、ペル セポネイ

アを祀 る森が茂 り、 ポプラの大樹 と、時 ならず種子を落 して しま う柳 の立 ちならぶ場所に 出る

か ら、そ こで深 く渦を巻 くオケアノスの流れ の岸に船を揚げ、そ なたは冥王 の暗湿 の館へ入 っ

てゆ きなさい。 ここでは 「火焔 の河」 と 「憎 しみ の河」 の支流であ る 「歎 きの河」 とが アケ ロ

ン河に注いでお り、 巨岩をめ ぐって二流れ の河が轟 々た る水音を立てて合流 してい るのです。

そ こで勇士 よ、 これか らわた しが指示す るよ うに、そ の場所へに じり寄 って、縦横それぞれ一

腕尺ほ どの穴を掘 りなさい。それか らそ の穴 の縁に立 って、すべて の亡者に供養」(同 、506～

17)し 、 テイ レシアスの霊を待 ち受け るが よい と。 オデ ュッセウスは この指示 どお りに航行す

る。そ して冥界に達 して テイ レシアスやそ の他知人、親族 らの亡霊 と邊遁す ることに なる。第

ll巻 が詳 しく伝え るところであ る。

　 さて このときに冥界は現世 とどのよ うな位置関係に なってい るであ ろ うか。キル ケの教示す

るところに よれば、 まず それ は 「オケア ノスの流 れを越 え περヵσパ 」(同 、508)た と ころに

あ る。 オケアノスとは、古代 ギ リシア人 の知識では、 自分た ちの住居す る大地(こ の世)の 果

てを ぐる りと取 り巻いて流れ る大河 のごときものであ った。そ のオケアノスに到達す るために、

オデ ュッセウスら一行 は海路航行 している。 しか もアイアイエ島か ら 「北風の息吹 き πvocll

Boρ ξαo」(同 、507)を 受 けて南行 して いる。そ して到達 したオ ケア ノス河 のあた りは 「キ ン

メ リオイ族が ……霧 と雲に包 まれて住んでい る。輝 く陽 の神 も……光 明の矢を注 ぐことが絶え
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てなく、憐れな人間どもの頭上には、呪わ しい闇が拡がっている」(Od.　ll.15～19)。 闇の国

である。アイアイエ島から南行 して太陽の光の乏 しい地域へ至るとなると、実際の地図上では

那辺を想像すればよいのか。正確な位置測定は不可能でもあるし、また不要であるかもしれな

い。ただここでわた したちが確認 しておきたいことは、先に触れたとお り、古代ギリシア人は

その住む世界を平坦な大地であるとし、その周囲をオケアノス河が取 り巻いて流れていると想

定 していたらしいことである4)。そして冥界はそのオケアノスを越えたところにある。となる

とオデュッセウスー行は高所から低所へ文字通 り下降カタバシスしたわけではない。平坦な海

上を航行 してオケアノス河に至 り、それを"越 え περ伽"て 冥界に至 ったのである。これを

しもカタバシスと称するのは、物理的に下降 したゆえではなく、この世からあの世へ移行 した

ことをもってそ う称するのである5)。

　さてオデュッセウスー行はこのオケアノス河の岸に船を肪い、岸に上って流れに沿って歩き、

キルケの指示どお りの場所で縦横一腕尺四方の穴を掘 り、招魂のための供犠を行なって予言者

テイ レシアスの亡霊が現われるのを待つ。やがて姿を現わ したテイ レシアス(の 亡霊)は 、帰

国を願 うオデュッセウスの今後を以下のように予言する。曰く、海神ポセイ ドンは息子ポリュ

ペモスがオデュッセウスのために 目を潰されたことを怒 り、従前どお り今後も帰途の航路を邪

魔するであろうこと、次に訪れる トリナキエの島で太陽神エエ リオスの牛群をもしも害するこ

とがあれば、その懲罰に部下全員を失ってただ一人惨めな帰国をするであろうこと、また故国

イタケに無事帰着 したとしても、留守宅は妻ペネロペイアへの求婚者たちによって荒されてお

り、これを退治する大仕事が待っていること、さらに、そのあとまだ擢を手に海を知らぬ民の

国へ旅を続け、擢を大地に突き立ててポセイ ドン神へ生賛を捧げ、さらに国許へ帰って神々す

べてに百牛の賛を献 じるべ し、最後は安らかな老衰死が予定されていようとい うのがそれであ

る。

　ここでは今後まだ苦難の旅が続 くとはいえ、そ してまたたった一人になる可能性はあるとは

いえ、とにか く故郷イタケへの帰国が保証されている。その留守宅を妻への求婚者らが荒 して

いることは初耳であるが、それへの報復も予定されている。これまでのいつ帰国できるやらあ

てのない冒険の連続から一歩抜け出て、ここで初めて帰国の道筋が明示されたのである。

　帰国への確証を得たオデュッセウスが次に知 りたがるのは留守宅の模様、家族の動向、こと

に妻ペネロペイアのことである。これには母アンティクレイアの亡霊が答える(ア ンティクレ

イアはオデュッセウスが トロイアへ向けて出立 したあとに鬼籍に入っていたのである)。 曰く、

妻ペネロペイアは 「堅忍の心を胸に τετλη6τご θVPtP」(同、　ll.181)屋 敷に留 まっている

し、王権 γξραgは 他人の手に移 ってはいず、王の領地 τεμξりεα は息子テレマコスが管理

している。そ して父ラエルテスは田舎で隠居生活を しているが、寄る年波と闘いながらそなた

オデュッセウスの帰還を待ちわびている、とい うものである(同 、ll.180～203)。 ここでは
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留守宅を荒らす求婚者らの消息には触れられていない。 しか しながら先のテイ レシアスの予言

といい、この母アンティクレイアの話といい、それは具体的な古里情報である。10年 前 トロイ

アを出港 して帰国の途についたオデュッセウスー行は、イタケとい う目標は設定されてお りな

がら、その道程は試行錯誤の連続であった。キコネス人の国、 ロトパゴイ族の地、キ ュクロプ

ス族の島、風神アイオロスの島、ライス トリュゴネス族の国々を経て、いまやっとキルケの島

に漂着 したところである。 しか しいまキルケの指示に したがって冥界へ降 り、上に見たように

テイ レシアスの予言および母アンティクレイアからの情報を得て、新たに帰郷への具体的な道

筋、その方向性が定まることになる(冥 界では上記二人以外の人物たちの霊にも多数出会 う。

しか しオデュッセウスの"今 後"に 関する情報をもたらす者はほぼこの二人に限定 してよろし

いか と思われ る)。20年 間離れていた故郷イタケの様子が、またそこへ至る道筋がいまやっと

彼に示されるのである。これまで隠されていた情報が提示され、以後の航海図と目的地の現況

を知らされたことによって、オデュッセウスの旅は現実化 し、具体化することになる。ここで、

これまでオデュッセウスが旅 してきた世界は、マレアの岬で嵐のため航路をはずされて以来、

地図上に同定できない架空の地域であったことも、併せて考慮されてよかろう。もちろんこの

あともまだ架空の地の旅は続 く。最後の寄留地パイエケス人の島も地図上に同定できない架空

の地ではある。 しか しこの冥府行ののちの旅は帰国が約束された旅である6)。途中寄港する地

はほぼすべてキルケが告げる予定表に載っているところばか りである7)。 オデュッセウスの旅

は架空の世界から現実の世界へ戻る。冥府行の前と後で、旅は画然と区別されなければならな

い。後の旅は、いわば海図のある旅、羅針盤付きの旅なのである。

　オデュッセウスはキルケの指示を受けて冥界へ降 り、テイ レシアスの予言を受けて地上へ戻

り、ふたたびキルケの懇ろな助言を背に最終的な帰郷へ向けて新たな旅立ちをすることになる。

地下の世界への 「いま一つの旅 嶽 ληり δδ6v」(Od.10.490)は 、キルケの言葉どお り帰国

を確実なものとするための必要不可欠なものであったのである。それは架空の世界から現実の

世界へ戻るための儀式であったのである。

2.ド ン ・キ ホ ーテ の 力 タバ シ ス

　 『ドン ・キホーテ』続篇において、 ドン ・キホーテはお 目当てのサラゴサの武芸試合の開催

日までの間、暇つぶ しの冒険の一つとして、モンテシノスの洞穴探検を試みる。道案内役は、

道中知 り合った剣道の達人の学士の従兄に当る古典学者である。この古典学者はちょうど 『変

形、一名イスパニヤのオヴィディウス』なる一書を執筆中で、洞穴内に降る ドン ・キホーテに

それに収録するに価する現象の発見を期待する。そ してのちに洞穴内での体験談を、サンチ ョ

ともども ドン ・キホーテから聞かされる役割をも引き受けるのである。その彼の案内で洞穴の
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入 口に達 した ドン ・キ ホーテはそ の身を ロープで縛 り、彼 とサ ンチ ョに見送 られ、思い姫 ドゥ

ル シネア ・デル ・トボ ソの庇護を祈願 しなが ら洞穴 内へ下降潜入す る。

　 さて この とき、 このモ ンテ シ ノスの洞 穴 は まず ドン ・キ ホ ー テ 自身 に よって 「奈 落el

abismo」 と表 現 され ている、「それが しは今 、 目前 にあ らわれた る奈落へ下 り、その深みを 冒

して、身を闇 に うずむ所存 なる も」(続 篇第22章)8)と 。abismoに は地獄 の意 味 もあ る。一方、

送 り出す サ ンチ ョは、「わ ざわ ざその暗闇esta　 oscuridadに へ え るため 、捨 てて いぎな さる

enterrarteこ の世 の光la　 luz　desta　vida」(同 上)9)と 言 う。洞穴 内は闇の世 界oscuridadで

あ るとされ る。そ してenrerrarに は 「地 中に埋 める、埋葬す る」の意が ある。ここでサ ンチ ョ

は ドン ・キ ホーテの行動す なわ ち地上、 この世か ら地下、冥界へ移行す ることを、闇に身を埋

め る行為す なわ ち生 きなが らの埋葬に等 しい行為、冥府行に も等 しい ものとみ な してい ること

に なる。いずれにせ よそれは単に物理的 な上下 の距離を下降す ることを意味す るだけ のもので

は ない。それ と同時に この地上 の世界 とは違 う世界に入 ってい くことに なるのであ る。

　そ こが地上 とは違 う世界であ ることは、そ うサ ンチ ョに意識 されてい ることは、次 の章句か

らも明らかであ る。 これは も うすでに洞穴か ら地上に戻 ったあ とのことであ るが、サ ンチ ョは

ドン ・キホーテに向か って 「おめ え様 はあの世 へal　 otro　mundoお りて行 き、 そ して よ くね

え場所 でen　 mal　 punto、 モ ンテシー ノス様 に出会いな さっただ よ。 おめえ様 を こんな ざまに

して、 けえ して よこしただか らね。 おめえ様 が、 この上 の世 にaca　 arribaに い な さった とき

に ゃ 〈略〉」(続 篇 第23章)10)と 言 ってい る。古典学者 もまた洞穴の中 の世界を 「あなたが この

中にalla　 abajo降 りてお られ た実にみ じかい時間 の うちに」(同 上)11)と 言 ってい る。　aca　ar-

riba(上 の こちら)とalla　 abajo(下 の あち ら)は 、文字通 り地上 の世界 と地下 の世 界を、 ま

ず は意 味 し よ う。 しか しサ ンチ ョはalla　 abajoをal　 otro　 mundoと 言 い 換 え る。　otro

mundo(違 う世 界)は 、　mundo(こ の 世)と 対置 され る"あ の世"と な る。 それ はmal

punto(よ くねえ場所)で あ り、 さらにinfierno(地 獄)と も言い換え られ る ところなのであ

る(続 篇第22章)12)。 この"地 獄infierno"と い う表現 は、 ドン ・キ ホーテには拒否 され るけ

れ ども、地上 の光 の世界 の住人であ るサ ンチ ョに とっては、そ こが異常で また歓迎すべか らざ

る世界であ った ことは 明らかであ る。洞穴 内で の体験談を聞か されたあ とで も"よ くねえ場所

mal　 punto"と しか表 現 され ないそ の世界 とは、では実際にはい った い どの よ うな世 界であ っ

た のか。 ここでわた した ちもまたサ ンチ ョ、古典学者 とともに ドン ・キ ホーテの語 る体験談に

耳を傾けてみ る必要があ る。

　洞穴 内で ドン ・キ ホーテが 目に した のは壮麗 な宮殿であ った。そ の大門が開 き、中か ら上品

な翁が姿を現わ して ドン ・キ ホーテを迎えた。それが宮殿 の主 モンテシノスであ った。 このい

まに洞穴にそ の名を遺す モンテシノスとは何者か。 モンテシノスとは、イ スパ ニアの ロマンセ

の伝え るところに よれば、か の歴史に名高い シャルル マーニ ュ帝 のスペイ ン遠征時、退却す る
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帝 の殿軍を務めた ブル ターニ ュ辺境伯 ロランらとともに ピレネー山中 の ロンセスバ リェス(ロ

ンスヴ ォ)の 谷 間で敵勢 の待 ち伏 せに遭 い、敗走 した シ ャルル マーニ ュ十二卿将 の一人 である13)。

そ の ロンセスバ リェスの戦い の折、彼は討 ち死 した従兄で親友 の ドゥランダル テの臨終 の際 の

願いを容れてそ の心臓を短剣でえ ぐり取 り、思い姫ベ レル マの許へ持参 した ことに なってい る。

そ のモ ンテ シノスが、 しか しいまは ドゥラ ンダルテや近 習の者、老女 中 らとともに 「(賢人 メ

ル リンの)幻 術 にかか ってencantados、 この人外 の境にen　 eatas　soledades」(続 篇 第23章 判 、

500年 も の間閉 じ込 め られてい る。そ のモ ンテ シノス と、 ドン ・キホ ーテは地底 の世界 で邊遁

した のであ る。 モンテシノスばか りでは ない。 ドゥランダル テの屍に も、 またそ の死を悼み悲

しむベ レル マの姿を もそ こで 目にす ることに なる。

　 この邊遁は ドン ・キ ホーテの旅 の一つ の到達点であ ると言 って もよい。その旅 とは、サ ンチ ョ

に伴われ ロシナンテの背に揺 られ る現実 の旅では ない。騎士道物語を読みす ぎた結果辿 ること

となった心 の旅、いや妄想 の旅 のほ うであ る。架空 の旅 のほ うであ る。騎士道物語に登場す る

騎士た ちの華やか な活躍で脳中が一杯に なってい る ドン ・キ ホーテは、遍歴 の途次に遭遇す る

さまざまな事象に脳中 の妄想を適応 させ よ うとす る。羊群を軍勢 と見 まが う挿話がそ の適例で

あ る。彼は 「自分が見 ない、存在 も しない ものを想像で見 なが らviendo　 en　su　imaginaci6n　 lo

que　no　vefa　ni　habfa」(正 篇第18章)15)、 スペイ ン騎士道物語 の代表作 『アマデ ィス ・デ ・ガウ

ラAmadfs　 de　Gaula』 に 登場す る事物 ・人間をは じめ、 自身 の創作に なるでた らめ の地名 ・人

名を列挙 して軍勢 の説 明に供す る。 「なぜ とい うに、 この人 は、いかな る時間 に も瞬間に も、

想念la　 fantasfaを 、 騎士物語 に出てい る合戦、幻術、椿事、狂態、恋慕 、挑戦 とい った よ う

なもので満た し、語 るところ、考え るところ、 なす ところを ことごと く、そ うした ものに結び

つけ たか ら」(同 上)16)で あ る。 こ うした彼 の想念 は、 この モ ンテ シノスの洞穴 とい う場 を得

るこ とに よって、 これ までで もっ とも美わ しい、 もっ とも幸 福 な、 そ して虚構 であ りなが ら

(ド ン ・キ ホーテは これを拒否す るが)こ の上 な く詳細に して複雑かつ リアル な情景を現 出さ

せ ることに なるのであ る17)。ひ と り ドン ・キホ ーテの脳中 の想念 と してでは な く、そ の場に臨

んで見聞 した一つ の挿話 と して、作者はそれを読者 の前に開陳す るのであ る。

　 ドン ・キ ホーテを 出迎えた モンテシノスは、洞穴 のもつ秘密を世に広 く知 ら しめてほ しい と

宮殿 内に彼 を招 き入れ る。 そ のモ ンテ シノスに まず ドン ・キ ホ ーテは、"上 の世界 でen　 el

mundo　 de　aca　arriba"で 語 られてい る話、す なわ ち ドゥランダル テの臨終 とそ の心臓を思い姫

ベ レル マの許へ運んだ話は事実か否かを訊ね る。 モンテシノスは これを肯 う。 ここでわた した

ちは、 ドン ・キ ホーテがか のよ うに架空 の世界 の人物た ちに遭遇 しなが ら、 しか しこれ まで の

よ うにそ の世界に 同化す ることはせず、上 の世界 の人間 と していわば客観的 な立場か ら冷静に

対処 してい ることに留意 してお く必要があ る。彼はいわば観察者であ る。 ち ょうど生者 と して

冥界に降 った オデ ュッセウスさなが らに。
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　 さて モンテシノスは ドン ・キ ホーテを一つ の部屋に案 内す る。す るとそ こに大理石 の墓があ

り、そ の上に ドゥランダル テの屍が横たわ っていたが、命絶え心臓を抜 き取 られたはず の屍が

そ のとき声を発 し、思い姫ベ レル マにわが心臓を届け よと、 ドン ・キ ホーテの眼前で モンテシ

ノスに嘆願す る18)。モ ンテ シノスは、すでにそ の請願はか の敗戦 の折に果 された 旨を告げ、以

後500年 間 関係す る者 一党が メル リンの幻術 にかか ってこの地底 に幽閉 され ている ことを語 っ

た上 で、改 めて ドン ・キ ホーテを ドゥラ ンダルテに紹介 し19)、「されば、 この仁 に よ り、 この

仁 の助 けをえて、われ らも、幻術 をほ どか るる望み な しとは しませぬぞ」(同 第23章)と 言 う。

そ の傍 らを ドゥランダル テの最期を悼み悲 しむベ レル マと召使 の行列が通 りす ぎてい く……。

　遥か な昔に虚構 の物語 の登場人物 となった モンテシノス、 ドゥランダル テやベ レル マと、 ド

ン ・キ ホーテは この地底で遭遇す る。それは地上 の場所では決 して起 こ りえ なか った ことであ

る。幻術師 メル リンといえ ども地上には これだけ の舞台を設定す ることは不可能であ った ろ う。

ドン ・キ ホーテは洞穴 内へ下降 し地底に至 ることに よって、は じめて現実に邪魔 され ることな

くそ の幸せ な妄想 の極致に到達す ることがで きた のであ る。作者 セルバ ンテスは主人公 ドン ・

キ ホーテと古い騎士道物語 の登場人物た ちとの邊遁 の場を ここに態 々、 しか も意図的に設定 し

た。それはなぜなのか。意図的 とい うのは、篇中他には騎士道物語中 の架空 の人物た ちが ドン ・

キ ホーテとこのよ うに親 しく交わ る場は ないか らであ る。そ して、先に触れた よ うに、 このと

き ドン ・キホ ーテは地底に展 開す る世 界、過去 の世界 、500年 の 昔に凍結 した世界 に現世 か ら

訪れた一人 の観察者 とい う立場にあ るか らであ る。 こ うした設定は、一つには ドン ・キ ホーテ

にそ の想念 の世界で思 うさま遊ばせ るためであ った と思われ る。そ してそ のことに よって、想

念 の世界におけ る遍歴 の旅を、い よい よ終 らせ るためでは なか ったか。

3.ド ン ・キ ホ ーテ 、 夢 の 終 り

　 ドン ・キ ホーテの地底探検謳を古典学者 ともども聞いていたサ ンチ ョは、 これを 「だれに も

考えつけねえ七た らあばか りlos　mayores　 disparates　que　pueden　 imaginarse」(同 第23章)20)と

決 めつ け る。サ ンチ ョは地上 の、 この世el　 mundoの 人 間であ る。 いまの時代、 い まの社 会

を生 きてい る人間、そ してい まの時代 と社会 の最大公約数的 なものの考え方、いわば常識に ど

っぷ りと浸か った人間であ る。それ ゆえその常識 に合わぬdisparate、 でた らめな話 は端 か ら

受け付け ない。 これ まで も彼は想念 の世界に遊ぶ主人 ドン ・キ ホーテと、そ の点で厳 しく対峙

して きた。夢 の世界に遊ぶ ドン ・キ ホーテに対 して現実を よ く見 るよ うに と、つねに諭 して き

た のである。 風車を 巨人 と見 まが う挿 話(正 篇第8章)で 、「しな さるこ とを ようく見 なせえ

よmirase　 bien　lo　que　hacfa、 風 車 にちげ えね えだか ら、 と言 った でね えか」21)とい うのがそれ

であ り、 また これに続 くビスカイヤの婦 人 の馬車 をめ ぐる騒動(同 上)で 、「よく見 さっせえ
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よ。 いん に ゃ、 しな さる ことを よく見 さ っせ えて よMire　 que　 digo　 que　 mire　 bien　 lo　que

hace」22)と い うのがそれであ る。それゆ え これ までは、 このサ ンチ ョとい う 「現 実」 が対置 さ

れ ることで、 ドン ・キ ホーテの夢は まさに夢 と して終 っていた。夢は現実 の前に砕け散 るのが

常であ った。 ドン ・キ ホーテの旅は、 この夢 と現実 との葛藤、そ して夢 の挫折、そ の繰 り返 し

であ った とい って よい。

　それが このモンテシノスの洞穴 の場に至 って一変す る。そ こには夢 と現実 との葛藤が ない の

であ る。それはすべて夢 の世界であ る。 ドン ・キ ホーテは現実に邪魔 され ることな く夢 の世界

を堪能で きるのであ る。それは、そ こが これ まで のよ うに地上 の世界で な く、現実 の及ば ない

地底 の別世 界otro　 mundoで あ るか らであろ う。 またそ こには これ まで常に陪席 していた現

実 の世界 のあ の監視者サ ンチ ョがい なか ったせいで もあ ろ う。 ラモン ・メネンデス ・ピダルは、

このモ ンテ シノスの洞穴 で は ドン ・キ ホーテの英雄的理想el　 ideal　heroicoは 従 来 の よ うに

現実la　 realidadと 葛 藤す るこ とな く、む しろ現実 との厄 介で痛 みを伴 う接 触か ら解放 され 自

由な状態 にな ってい る とし、 そ こに この冒険の もつ例外性、特異性lo　 exceptional,　 lo　anico

が あ るのだ と言 ってい る23)。そ れゆえに、現実 との痛みを伴 う接触か ら解放 されてい るがゆえ

に、 ドン ・キホ ーテは夢 の世 界 で存 分 に遊 ぶ ことが で きた のであ る。 地底 の世 界 を地獄in-

fiernoと 評 したサ ンチ ョに、 ドン ・キホーテは鋭 く反応す る、 「地獄 な どと言 ってはな りませ

ぬ。あ とでお話 し申そ うが、ぜんぜん当 っ とらぬか らなno　 lo　merece」(続 篇第22章)24)と 。

そ こは、 「いか なる人 間 も見た り遭 った りした ことのない、す こぶ るよい味 の、 こころゆ く夜

昼 と眺めla　 mas　sabrosa　 y　agradable　 vida　y　vista」(同 上)25)、 い わば極楽 の世界であ った ので

あ る。

　 しか しサ ンチ ョは この ドン ・キ ホーテの語 る物語を誰に も考えつけ られぬでた らめ と断 じ、

「もはや疑 い な く、主人 が正気 を失 い、 ま った くの狂人 に な った こ とを知 って しま ったsu

sefior　estaba　fuera　de　juicio　y　loco　de　todo　punto」(同 上)26)の で あ る。そ して また もや例 の決

ま り文句、「自分 を よ うく見 なせえ よvuesa　 merced　 mire　por　sf」(同 上)27)を 吐 くのであ る。

サ ンチ ョが七た らあ と断ず るのは なぜか。彼 は地底 に同行せず、これ まで のよ うに ドン ・キ ホー

テの夢想が現実 と葛藤 し粉砕 され るところを実見 しなか ったに もかかわ らずそ う断定す るのは

なぜか。

　それは ドン ・キ ホーテが地底で思い姫 ドゥル シネアに遭遇 した と語 ったか らであ る。遅れ馳

せ なが ら一つ付け加えてお こ う。 ドン ・キ ホーテは地底 の世界で、 モンテシノス、 ドゥランダ

ル テ、ベ レル マらに 出会 っただけで な く、 まだ他に 「お まえがび っ くりす ることを聞かせてや

るぞ　乙qu6　 diras　cuando　 te　diga　yo　ahora　como...」(同 上)28)と 言 いつつ、以前 出会 った3人

の百姓娘(そ の うちの一人はサ ンチ ョの策略 で ドゥル シネア姫 と思 い込 まされ ているもの)29)

が 姿 を見せて草原を 山羊 のよ うに跳ね まわ った のを見た と、加えて手許不如意 の ドゥル シネア
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に4レ アルの金銭を都合 してや った とも、語 ったのであ った。 これを 聞いたサ ンチ ョは、 「自

分 の頭がへんに なるか、笑い死に死ぬ のでは ないか と思 ったpens6　 perder　 el　juicio,　o　morirse

de　risa」(同 上)30)。 そ れ は 「ドゥル シネアのにせ幻術 の真 相を知 ってお り、姫を幻術 にかけ

た者 も、そ の証言を した者 も、余人では なか ったか ら」(同 上)31)で あ る。

　 ドゥル シネア(そ れは実際は最前地上で 出会 った百姓娘であ るにす ぎない)の 名前を聞いた

サ ンチ ョは、た ちまちに して ドン ・キ ホーテの夢想に対す る現実 の側か らの反撃 の拠点を確保

した のであ る。彼 自身が臨席 しなか った地底 の物語は真 とも偽 とも判定がつか なか った。いや、

真 と言われて も信 じる以外に方法は なか った。 しか しすでに地底に滞在 していた時間 の点で の

両者 の齪齪か らそ の真実性を疑 っていたサ ンチ ョは、 この ドゥル シネアに話が及ぶに至 って確

信を もつ ことに なる、すべては従来 同様に ドン ・キ ホーテの夢想にす ぎない と。 ドン ・キ ホー

テは、 モ ンテ シノスが 「ここには、過 ぎた世 々 と今の世 の貴婦人が、(百 姓娘姿 の ドゥル シネ

アの)ほ かに もた くさん、幻術 にかか って、いろ いろふ しぎな姿 で来てお る」(同 上)32)と 言

った と語 る。 しか しそ の ドゥル シネアは、サ ンチ ョが当世 のそ こらあた りの百姓娘を詐術で も

って ドゥル シネアと言い くるめた ものにす ぎない。サ ンチ ョは モンテシノス以下 の人物た ちに

対置すべ き 「現実」は もち合せていないけれ ども、地底 の ドゥル シネアに対置 さるべ き 「現実」

は もち合せてい るのであ る。 ここに ドン ・キ ホーテの物語 る世界 の架空性、いいかげん さが際

立 って 明白となる。ドゥル シネ アの件だけではない。一事が万事、地底で の物語はすべて ドン ・

キ ホーテの夢 想fantasfaに す ぎない と、 サ ンチ ョは断定す るのであ る。前者 に とっての理想

el　idealは 後 者に とっては七た らあdisparateで あ る。

　 この地底で展開 された物語(ド ゥル シネアの件は除 くと して も)の 真実性を疑 う者は、 じつ

はサ ンチ ョばか りでは ない。作者 セルバ ンテスに してか らが、 この物語を語 りなが らそ こに一

抹 の疑念を隠 しおおせ ないでい る。 この物語を収め る続篇第23章 の標題に、それはすでに表 明

され ているではないか、「あ っぱれ な ドン ・キホ ーテが モ ンテ シノスの底 な し穴 で見 た と語 っ

た驚 くべ きこと、そ のあ りえないすば らしさに この冒険 は作 りごとap6crifaと 信 ぜ られ る章」

と。

　 同 じく続篇第24章 冒頭には、原作者 シデ ・ハメテ ・ベ ネンヘ リ自ら、 この件は実際に起 きた

と思 えない、「理 由は といえば、今 までに起 きた冒険がすべ てあ りうるこ とであ り、信 じうる

ことであ った のに、 この洞穴 の冒険だけは、理性が承認 して よい限度をあ ま りに も越えてい る

ので、 これを真実 と思わせ る根拠 が どこに もないか らだ」(同 上)33)と 余 白に書 き込 まれ てい

た とされ てい る。そ して続 けて、 「読者 よ、諸 君はか しこいのだか ら、 ど うともす きな よ うに

判断せ られたい。わ しは これ以上言 うべ きことがない し、言 え もしないのだ。もっ とも、 ドン ・

キ ホーテは、最後 のぐ・まお の床において、 この冒険を否認 して、あれはかつて物語で読んだ 冒

険 にそ っ くりであ り、 ところを えてい ると見た ので、創作 して しまったhabfa　 inventado旨
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を、語 った とや ら、 噂で はあるが、確か な ことに思われ て もいるのだ」(同 上)34)と も言 った

とされてい る。

　好 きなよ うに判断 して よろ しい と言われたか らとい うわけでは ないが、わた した ちにはやは

りサ ンチ ョの側に一票を投 じるのが妥当ではあ るまいか と思われ る。理 由はサ ンチ ョと同 じ、

百姓娘 ドゥル シネアの登場であ る。そ して ここでわた した ちは一つ の重要 な指摘を してお きた

い。 この ドゥル シネアの登場は ドン ・キ ホーテが意識 して登場 させた のであ ると。それは騎士

道物語に触発 された彼 の長い架空 の旅、夢想か らの覚醒を 自ら告げ るものであ ると。 ドン ・キ

ホーテは夢か ら覚めた のであ る。 ドゥル シネアを緒にサ ンチ ョとい う 「現実」を地底 の夢物語

の世界 と関わ らせ ることに よって、 自らの語 るそ の物語が虚構であ ることを 明らかにせ しめ、

自らもまたそれが虚構であ ることを認識 してい ることを告 白 した のであ る。夢に現実をぶつけ

るのは、 これ まではサ ンチ ョの役 目であ った。い まそ の役を ドン ・キ ホーテ自身が演 じるので

あ る。「(サンチ ョは)主 人が正気を失い、 まった くの狂人 となった ことを知 った」 と記 されて

い るが、 このサ ンチ ョの認識は間違 ってい る。逆に ドン ・キ ホーテはい まこそ正気に戻 った の

であ る。

　 これ まで の冒険は決 して偽 りのものでは なか った。 とい うか、 ドン ・キ ホーテ自身偽 りと認

識 してい なか った。幸せに も彼はすべて真実 と信 じ込んでいた し、信 じ込んでい られた のであ

る。過去 の騎士道物語へ遡 る"時 間 の旅"は 志い旅であ った。サ ンチ ョに よって現実に引 き戻

されて も、そ の都度 メル リンの幻術を適用す ることで夢 の世界 の虚偽性が暴露 され ることは な

か った。 しか し今回はそ の夢が まさに夢であ った ことに、 ドン ・キ ホーテ自ら気づいた のであ

る。 ドゥル シネアの登場はそ のことを告げ るべ く発せ られた ドン ・キ ホーテか らの密か な信号

にほか ならない。

おわりに

　 ドン ・キホーテは二つの旅をする。空間の旅と時間の旅である。愛馬 ロシナンテに うち跨が

り、従者サンチ ョ・パンサを引き具 して故郷ラ ・マンチャからはるばるバルセロナまで往還 し

たのが前者、空間の旅である。一方で彼は過去の騎士道物語が提供する夢の世界、架空の世界

に、つねにその身を置いている。それは過去へ向けて時間を遡る、いわば時間の旅となる。そ

の時間の旅がいま終末を迎えようとしている。それはモンテシノスの洞穴へ降 りることによっ

て初めて可能となったのである。

　オデュッセウスにとっては、冥界へ降 りることが帰国の旅の新 しい出発点となった。もちろ

んそのあと直ちにイタケへ帰着 したわけではない。パイエケス人の島に至るまで、いま少 し架

空の地を遍歴する。それと同様に、 ドン ・キホーテもこのあとす ぐに騎士道的冒険から足を洗

一104一



ド ン ・キ ホ ー テ の カ タ バ シ ス

うわけではない。このあとも幻術の小舟に乗ってエブロ河を下 り、粉ひき所で大立ち廻 りを演

じることになる(続 篇第29章)。 ドン ・キホーテは夢からす っか り覚めているわけではないの

である。 しか しながらモンテシノスの洞穴で覚醒への凡その途はついた。そ う見てよいのでは

ないか。

　空間の旅のほ うも、まだバルセロナ訪問が残っている。さらには地中海の船上に、往古オデ

ュッセウスー行が迷走 したかもしれない海域に身を置 くまでに至る。実際に帰途につ くのは、

そのバルセロナの浜辺で銀月の騎士との一騎討ちに破れてからのことである。それまではまだ

少 し時間がある。それに先立って ドン ・キホーテは帰 り仕度を始めたのである。

　オデュッセウスの冥府行は、その帰国を確実なもの とす るための 「いま一つの旅 嶽 ληり

δδ6v」であるとされた。同様に ドン ・キホーテのモンテシノスの洞穴へのカタバシスも、彼

をその帰郷へと誘 う 「いま一つの旅」であったと解される。時間の旅の終末は見えてきたので

ある。時間の旅が終ることは、空間の旅も終ることである。両者は表裏一体なのであるから。

ドン ・キホーテは自らの夢に誘われて旅に出たのであるから。夢が覚めれば旅は終るのである。

　オデュッセウスは、そこが冥界(こ の世とは違 う世界)で あることを最初から意識 した上で

下降カタバシスした。 ドン ・キホーテは異界と明瞭に意識 した上で下降 したのでは、おそらく

ない(そ こが異界 ・あの世el　otro　mundoで あるとい うのはサ ンチ ョの認識である)。 下降

し上界へ戻ってきたあと、そこを過去の人間=霊 が巣喰 う異界としたのである。その上で彼は、

自らの語る地底の世界が架空の世界であることを、 ドゥルシネアとい う 「現実」を混入させる

ことで示唆 した。

　ただ言えば、 ドン ・キホーテの語る地底冒険謳が真実であるか否かは、 じつは問題ではない。

問題は、それが従来と同じ架空の夢物語であることを ドン ・キホーテ自身が気づいていること

である。この認識を獲得 したことがこの冒険行のもつ最大の意味である。

　オデュッセウスは冥界でテイ レシアスと母親の霊魂とに出会い、その予言と情報を受けるこ

とによって、帰国へ向けての新たな旅への足掛 りを得た。 ドン ・キホーテはモンテシノスの洞

穴へ下降 し、また戻って くることによって、それまでの夢想世界、いわば架空の旅から脱出す

る手掛 りを得たのである。いずれにせよカタバシスと呼称される 「いま一つの旅」は、それぞ

れの作品の中で特異な1章 を形成 していることが見てとれるであろう。

　セルバンテスがいわゆる古典(古 代ギリシア ・ローマ文学)の 影響を直接間接に受けていた

ことは、まず疑いえない。上はホメロスを始めとして下は紀元後のギリシア小説に至るまで、

その作品には彩 しい量の古典作品への言及がなされている35)。しか し単に言及するに止めるの

みならず古典作品を受容 し消化吸収 して、その全体なり一部なりを己が作中に巧妙に取 り込ん

だ(と みられる)例 もある。本篇の正篇第18章 の例の羊群を軍勢と見誤る場面はそのわか り易

い一例であろ う。Krappeは この場面の"源 泉la　fuente"に ソボクレス 『アイアス』におけ

一105一



丹　下　和　彦

るアイ アス狂乱 の場を想定す るが、 これはほぼ首肯 できる36)。女 神 アテナに心を狂わ され、家

畜 の群を ギ リシアの将兵 と見誤 って切 りかか るアイ アスは、騎士道物語を読みす ぎて心狂い、

同 じく羊群を軍勢 と見誤 って切 りかか る ドン ・キ ホーテと同 じ位相にあ る。 ここには セルバ ン

テスの意図的 な作意が窺われ るとい って もよい。

　それでは上にわた した ちが見て きた"モ ンテシノス洞穴探検 の場"は いかがであ ろ うか。そ

こには"オ デ ュッセウスの冥府行"が カタバ シスの先縦 と して見え隠れ してい ないであ ろ うか。

冥界 と冥界に似た地底 の世界。下降 カタバ シスを通 じて なされ るい ま一つ の旅。そ の旅に よっ

て確実 となる新 しい門 出、新 しい旅。架空 の旅か らの脱皮。 これが 『オデ ュッセイ ア』第ll歌

と 『ドン ・キ ホーテ』続篇第23章 両者に通底す る項 目であ る。 となるとここに両者 の近似性が

明白となるのでは ないか。 セルバ ンテスの脳中には 『オデ ュッセイ ア』第ll歌 が鳴 っていた と、

わた した ちは主張す る。独断あ るいは偏見 と断ず るもよ し、 セルバ ンテスの了解はすでに取 り

つけてあ る(「 は じめに」 を見 よ)。 ただ遥か な別 のところか らサ ンチ ョの声が聞 こえて くるよ

うな気 が しないで もない。「しな さるこ とを ようく見 なせえ よmirase　 bien　lo　que　 hacfa」 と

い うあ の声が。
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　 　 は ホ メ ロス 『イ リア ス』、 マ ル テ ィア リス 、 ウ ェル ギ リ ウス 、 ホ ラ テ ィ ウス 、 ペ ル シ ウス、 ユ ウ ェナ

　 　 リス、 テ ィ ブル ス な ど の名 が 見 え て い る(続 篇 第16章)。 ギ リシ ア小 説 とは ヘ リオ ド ロスrエ チ オ ピ

　 　 ア物 語 』(3世 紀 後 半)で あ る。 セ ル バ ンテ ス はr模 範 小 説 集 』 の 序 文 で これ に 言 及 し、 次 に執 筆 を

　 　 計 画 して い る 『ペ ル シ レス の苦 難 』 は 、 この 古 典 に 匹 敵 す る も の と な ろ う と 自信 た っぷ りに 予 告 して

　 　 い る。 また そ の 『模 範 小 説 集 』 に所 収 の 『犬 の 対 話 』 の 中に は 、 オ デ ュ ッセ ウス に つ い て 、 い ろ い ろ

　 　 な 地 を 旅 行 し、 い ろ い ろ な民 族 や 人 間 た ち と交 った とい う理 由 だけ で世 間 か ら賢 人 と呼 ば れ て い る と

　 　 い う甚 だ 皮 肉 っぽ い 言 及 が な され て い る こ と も付 け 加 え てお こ う。

36)Cf.　 A.　H.Krappe,　 La　fuente　clasica　de　Miguel　 de　Cervantes,　 Don　 Quijote,　Primera　 Parte,　capitulo　X　V[II,

　 　 The　Romanic　 Review,　 X　X(1929),Columbia　 U.　P.,　p.42～43.

(たんげ ・かずひご　外国語学部教授)

一108一


